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立
石
伯
自
筆
年
譜

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年

当
歳

八
月
三
十
一
日
、
父
・
堀
江
實
藏
（
一
九
〇
三
年
・
明
治
三
六
生
）
、

母
富
子
（
一
九
〇
五
年
・
明
治
三
八
生
）
、
七
人
兄
姉
の
末
子
五
男

と
し
て
、
鳥
取
県
東
伯
郡
大
字
八
橋
町
字
八
橋
一
四
四
一
番
地
に
生

れ
る
。（
現
在
大
字
琴
浦
町
）。
本
名
・
堀
江
拓
充
。
北
は
日
本
海
に

面
し
て
遠
く
に
隠
岐
の
島
を
、
南
は
大
山
を
望
め
る
地
。

＊
父
が
四
七
年
四
月

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
「
鳥
取
県
農
民
総

23

同
盟
」
の
推
薦
で
当
選
。
次
回
は
労
働
者
農
民
党
か
ら
立
候
補
し
て

落
選
。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年

七
歳

四
月
、
八
橋
町
立
八
橋
小
学
校
に
入
学
。
海
に
近
い
古
い
城
山
の
麓

の
木
造
校
舎
。
中
学
校
舎
も
あ
っ
た
。
海
浜
、
城
山
な
ど
が
小
学
生

時
代
の
遊
び
場
と
な
る
。
少
年
向
き
の
世
界
・
日
本
名
作
集
、
月
刊

漫
画
雑
誌
な
ど
を
読
む
。
成
績
等
上
位
。

＊
十
一
歳
頃
︱
︱
体
育
等
の
能
力
の
低
い
上
級
生
か
ら
競
技
で
負
け

た
腹
い
せ
に
「
ア
カ
の
子
」
と
差
別
さ
れ
る
。
す
こ
し
後
年
、
幡
新

守
也
と
い
う
人
か
ら
、
太
陽
系
・
地
球
の
寿
命
は
八
億
年
位
と
聞
い

て
衝
撃
を
う
け
る
。
（
太
陽
が
赤
色
巨
星
に
な
り
う
る
現
在
の
予
測

は
も
っ
と
長
い
）

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年

十
三
歳

四
月
、
町
村
合
併
が
あ
り
、
東
伯
町
立
東
伯
中
学
校
に
入
学
。
テ
ニ

ス
、
野
球
、
陸
上
競
技
等
に
熱
中
す
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
図
書
館

の
日
本
文
学
、
世
界
文
学
の
文
庫
本
を
五
〇
音
順
に
読
み
進
め
る
こ

と
に
挑
戦
、
挫
折
。
ま
た
、
宇
宙
に
興
味
を
も
ち
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
友

人
と
組
立
、
海
浜
で
発
射
な
ど
を
す
る
。
三
年
生
の
二
学
期
に
、
米

子
市
立
第
一
中
学
校
に
転
校
。
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一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

十
六
歳

四
月
、
鳥
取
県
立
米
子
東
高
校
入
学
。
一
年
生
の
後
半
か
ら
、
文
学

書
等
の
読
書
に
熱
中
。
特
に
、
当
時
同
校
教
員
、
詩
人
の
渡
部
兼
直

先
生
の
部
屋
に
学
校
を
抜
け
て
昼
間
か
ら
入
り
浸
り
、
書
棚
に
蒐
集

さ
れ
た
文
学･

芸
術
関
係
の
書
物
を
濫
読
。
学
校
は
代
返
で
凌
ぐ
。

中
で
も
古
い
「
群
像
」
等
に
掲
載
さ
れ
た
埴
谷
雄
高
の
評
論
（
「
永

久
革
命
者
の
悲
哀
」
な
ど
）
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
の
小
説
『
罪
と

罰
』
な
ど
に
特
に
驚
愕
す
る
。
二
年
生
の
後
半
か
ら
、
仲
間
数
人
と

社
会
科
学
関
係
の
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
政
治
、
革
命
、
折
か
ら
問

題
と
な
っ
た
日
米
安
保
関
係
の
問
題
に
目
を
向
け
る
。
三
五
年
一
月

一
六
日
、
上
京
し
当
時
の
首
相
岸
信
介
ら
の
渡
米
反
対
を
か
か
げ
て

羽
田
空
港
で
阻
止
行
動
を
し
た
全
学
連
の
隊
列
の
座
り
こ
み
に
参

加
。
こ
の
頃
ラ
ジ
オ
で
た
ま
た
ま
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四
重
奏
曲

Ｋ
・

、
Ｋ
・

な
ど
を
聴
き
西
欧
古
典
派
音
楽
に
覚
醒
。

387

421

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年

十
九
歳

三
月
、
米
子
東
高
校
卒
業
。
東
京
・
高
円
寺
で
兄
宏
美
と
同
居
し
浪

人
生
活
を
送
る
。
終
生
の
友
・
佐
々
木
萌
生
な
ど
を
知
る
。
一
方
、

四
月
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
ブ
ン
ト
系
の
日
米
安
保
反
対
闘
争
に
参

加
。
六
月
一
五
日
に
国
会
突
入
の
デ
モ
に
。
「
六
月
行
動
委
員
会
」

の
会
議
に
出
て
、
埴
谷
雄
高
、
丸
山
眞
男
、
秋
山
清
、
吉
本
隆
明
な

ど
の
顔
を
知
る
。
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、
埴
谷
雄
高
、
武
田
泰
淳
を

初
め
と
す
る
日
本
近
・
現
代
文
学
、
マ
ラ
ル
メ
、
ラ
ン
ボ
ー
、
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、

サ
ル
ト
ル
、
カ
ミ
ュ
な
ど
の
小
説
や
詩
な
ど
を
少
し
ず
つ
系
統
立
て

ず
に
読
む
。
同
時
に
、
日
本
文
学
、
世
界
文
学
の
主
要
な
も
の
を
新

た
に
濫
読
。
ま
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な

ど
西
欧
古
典
派
音
楽
を
聴
き
続
け
、
映
画
に
も
没
頭
す
る
。

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年

二
十
歳

四
月
、
法
政
大
学
文
学
部
第
一
部
日
本
文
学
科
に
入
学
。
中
野
区
鍋

屋
横
丁
で
下
宿
。
自
治
会
活
動
に
携
わ
る
。
講
演
依
頼
を
手
紙
で
断

ら
れ
た
た
め
に
、
直
接
に
埴
谷
雄
高
の
吉
祥
寺
の
自
宅
を
初
め
て
訪

問
。
翌
年
後
半
か
ら
学
校
に
行
か
な
い
で
、
一
種
の
放
浪
生
活
を
送

る
。
詩
誌
「
時
間
」
同
人
の
本
柳
武
慶
、
松
村
憲
二
な
ど
と
親
交
を

結
ぶ
。
鎌
倉
市
小
袋
谷
に
転
居
。
六
三
年
頃
大
久
保
富
子
を
知
る
。

こ
の
こ
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
そ
の
ひ
と
つ
に
音
楽
雑

誌
「
デ
ィ
ス
ク
」
も
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
で
各
種
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
。
富
子
と
新
宿
区
戸
塚
の
ア
パ
ー
ト
で
同
居
生
活
を

送
る
。
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一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年

二
十
五
歳

三
月
、
法
政
大
学
同
学
科
卒
業
、
卒
業
論
文
は
石
川
淳
論
。
四
月
、

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
入

学
、
小
田
切
秀
雄
に
師
事
。
五
月
、
同
人
雑
誌
「
星
雲
」
創
刊
、
創

刊
同
人
は
、
石
渡
康
之
、
佐
々
木
萌
生
（
宮
内
豊
）
、
永
野
隆
史
、

堀
江
拓
充
（
立
石
伯
）
、
松
村
憲
二
、
本
柳
武
慶
。
創
刊
号
か
ら
第

六
号
（
六
八
・
六
）
ま
で
「
館
」
連
載
、
未
完
。

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年

二
十
六
歳

一
一
月
、
大
久
保
富
子
と
結
婚
式
を
挙
行
。
九
月
、
「
石
川
淳
《
精

神
の
悪
運
》
」（
「
星
雲
」
第
五
号
）

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年

二
十
七
歳

九
月
、
長
女
瑞
香
誕
生
。
府
中
市
三
好
町
に
転
居
。

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年

二
十
八
歳

三
月
、
同
課
程
修
了
、
修
士
論
文
は
埴
谷
雄
高
論
。
四
月
、
同
博
士

課
程
に
進
学
。
十
一
月
、
「
星
雲
」
第
七
号
に
埴
谷
雄
高
「
虚
空
」

論
な
ど
翌
年
に
か
け
て
連
載
を
は
じ
め
る
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年

三
十
歳

七
月
、
修
士
論
文
を
も
と
に
『
埴
谷
雄
高
の
世
界
』
を
筆
名
立
石
伯

で
講
談
社
よ
り
刊
行
。
同
月
、
「
行
為
と
認
識
の
挫
折
︱
︱
高
橋
和

巳
小
論
」（
「
星
雲
」
第
九
号
）

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年

三
十
一
歳

一
月
、「
庄
野
潤
三
『
静
物
』
論
」（
「
文
学
的
立
場
」
）。
四
月
、『
高

橋
和
巳
の
世
界
』
を
講
談
社
よ
り
刊
行
。
週
刊
「
読
書
人
」
で
文
芸

時
評
を
担
当
。
一
〇
月
、「
武
田
泰
淳
覚
書
」（
「
星
雲
」
第
十
号
）
。

一
一
月
、
母
死
去
。
こ
の
年
一
二
月
よ
り
現
在
地
の
狭
山
市
上
広
瀬

に
居
住
。

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年

三
十
二
歳

二
月
、
「
リ
ュ
ン
ケ
ウ
ス
の
眼
︱
︱
埴
谷
雄
高
論
」
（
「
現
代
の
文
学

３
」
講
談
社
刊
）
。
三
月
、
同
課
程
単
位
修
得
後
中
退
。
四
月
か
ら

六
月
、
『
埴
谷
雄
高
評
論
選
書
全
３
巻
』
を
編
纂
し
講
談
社
よ
り
刊

行
。
六
月
、
「
旅
立
」
（
「
星
雲
」
第
十
一
号
、
翌
年
二
月
第
十
二
号

で
完
結
）
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一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年

三
十
三
歳

四
月
、「
高
橋
和
巳
に
お
け
る
大
学
闘
争
︱
︱
返
書
の
な
い
手
紙
」（「
國

文
學
」）。
六
月
、「
埴
谷
・
花
田
論
争
を
め
ぐ
っ
て
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」）

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年

三
十
四
歳

十
月
、「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
論

断
章
一
」（
「
星
雲
」
第
十
三
号
）

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年

三
十
五
歳

一
月
～
六
月
、
「
武
田
泰
淳
論
」
（
「
群
像
」
）
連
載
。
一
〇
月
、
「
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
論

断
章
二
」（
「
星
雲
」
第
十
四
号
）
。
一
二
月
、

「
苦
し
み
を
求
め
る
心
︱
︱
武
田
泰
淳
追
悼
論
文
」（｢
群
像｣

）

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年

三
十
六
歳

六
月
、「
埴
谷
雄
高
『
死
霊
』
論
」「
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷
』
論
」（
『
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
名
著
・
総
解
説
』
自
由
国
民
社
刊
）
。
一
一
月
、

『
武
田
泰
淳
論
』
を
講
談
社
よ
り
刊
行
。
「
十
字
架
を
背
負
う
男
た

ち
の
究
極
︱
︱
埴
谷
雄
高
論
序
説
」
（
秋
山
駿
編
『
作
家
の
世
界
・

埴
谷
雄
高
』
番
町
書
房
刊

本
書
に
埴
谷
雄
高
・
秋
山
駿
と
の
鼎
談

「
存
在
の
窮
極
の
か
た
ち
に
つ
い
て
」、
埴
谷
雄
高
年
譜
）

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年

三
十
七
歳

四
月
、
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
専
任
講
師
就
任
、
一
九
八
〇

年
四
月
、
助
教
授
、
一
九
八
四
年
四
月
、
教
授
。

三
月
、
「
埴
谷
雄
高
著
作
解
説
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
）
。
七
月
～
九
〇
年

一
一
月
ま
で
長
篇
小
説
「
朔
風
」
（
「
星
雲
」
第
十
五
号
～
第
二
十
六

号
連
載
）

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年

三
十
八
歳

三
月
、
「
十
字
架
を
背
負
う
男
た
ち
の
究
極
︱
︱
埴
谷
雄
高
論
２
」

（
「
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
」
）。
一
〇
月
「
『
死
霊
』
︱
︱
「
政
治
と

文
学
」
を
越
え
る
も
の
」（
「
現
代
の
眼
」）

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年

三
十
九
歳

四
月
、「
世
界
文
学
史
の
な
か
の
日
本
文
学
史
」（
小
田
切
秀
雄
編
著

『
日
本
文
学
史
』
北
樹
出
版
刊
）

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年

四
十
歳

八
月
～
一
〇
月
「
啓
示
の
文
学
︱
︱
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
と
魯
迅
」

（
「
公
明
新
聞
」）
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一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年

四
十
一
歳

九
月
、「
埴
谷
雄
高
・
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」（
磯
田
光
一
・
北
川

透
編
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学

埴
谷
雄
高
・
吉
本
隆
明
』
角
川
書

30

店
刊
）

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年

四
十
二
歳

七
月
～
翌
年
四
月
ま
で
３
回
「
自
由
の
偏
光
︱
︱
石
川
淳
と
埴
谷
雄

高
の
出
発
と
究
極
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年

四
十
三
歳

八
月
、「
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
の
見
る
も
の
」（
中
薗
英
助
『
裸
者
た

ち
の
国
境
』
徳
間
文
庫
、
解
説
）

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

四
十
四
歳

六
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
、
大
学
の
在
外
研
修
で
ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

東
ド
イ
ツ
等
の
東
欧
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ

イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
西
欧
二
〇
か
国
ほ
ど
を
旅
行
す
る
。
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
的
遍
歴
。
そ
の
間
の
八
月
、
妻
・
富
子
な
ど
と
合
流
し

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
を
聴
く
。五
月
、「
『
死

霊
一
章
～
三
章
』
論
（
改
訂
）
」
（
白
川
正
芳
編
「
『
死
霊
』
論
︱
︱

頭
蓋
の
シ
ム
フ
ォ
ニ
イ
」
洋
泉
社
刊
）。
七
月
、「
黒
井
千
次
論
︱
︱

文
学
と
思
想
の
命
運
１
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」）

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年

四
十
五
歳

一
月
、
父
死
去
。
四
月
、
翌
年
三
月
ま
で
大
学
の
学
生
部
長
に
就
任
。

一
月
～
七
月
、
「
西
欧
見
聞
抄
」
連
載
（
「
週
刊
読
書
人
」
）。
六
月
、

「
真
継
伸
彦
論
︱
︱
文
学
と
思
想
の
命
運
２
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）
。

一
〇
月
～
九
九
年
一
〇
月
、
「
西
欧
遊
記
」
（
「
星
雲
」
第
二
十
四
号

～
第
三
十
一
号

６
回
連
載
完
結
）

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年

四
十
六
歳

二
月
、
「
埴
谷
雄
高
・
人
と
作
品
」
（
『
昭
和
文
学
全
集

』
小
学
館

16

刊
）
。
三
月
、
「
『
死
霊
七
章
』
論
︱
︱
十
字
架
を
背
負
う
男
た
ち
の

究
極
」
（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）
。
四
月
、
『
日
本
文
学
特
講
２
』
法
政

大
学
通
信
教
育
部
よ
り
刊
行
。
七
月
、
「
ラ
ン
ボ
オ
の
墓
、
そ
の
沈

黙
」
（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）
。
九
月
か
ら
一
〇
月
中
旬
ま
で
中
国･

広

州
外
国
語
学
院
で
日
本
現
代
文
学
の
講
座
。
終
了
後
西
安
、
蘇
州
、

杭
州
、
上
海
、
北
京
な
ど
中
国
各
地
を
歴
遊
。
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一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

四
十
七
歳

六
月
、
「
イ
デ
ア
の
誘
惑
︱
︱
大
江
健
三
郎
『
懐
か
し
い
年
へ
の
手

紙
』
論
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）。
一
〇
月
、「
作
家
案
内
」
（
石
川
淳

『
鷹
』
講
談
社
文
芸
文
庫
）

一
九
八
九
（
昭
和
六
四
・
平
成
元
）
年

四
十
八
歳

一
月
、
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
」
（
『
講
座
昭
和

文
学
史
第
４
巻

日
常
と
非
日
常
』
有
精
堂
刊
）。
二
月
、
「
不
可
能

性
の
映
画
︱
︱
埴
谷
雄
高
に
お
け
る
映
画
」（
「
昭
和
文
学
研
究
」
）
、

「
『
何
日
君
再
来
物
語
』
に
つ
い
て
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）
。
三
月
、

「
石
川
淳
論
（
一
）
」（
「
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
」
）
、「
転
変
す
る
中

国
像
」（
武
田
泰
淳
『
風
媒
花
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）
。
五
月
、

「
未
知
に
挑
む
無
道
人
」
（
石
川
淳
『
紫
苑
物
語
』
講
談
社
文
芸
文

庫
、
解
説
）
、「
ノ
ー
ト
の
意
味
︱
︱
石
川
淳
の
方
法
の
一
面
」
（
「
早

稲
田
文
学
」
）。
一
一
月
、「
彷
徨
す
る
青
春
」（
石
川
淳
『
白
頭
吟
』

講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年

四
十
九
歳

三
月
、『
石
川
淳
論
』
を
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
、｢

石

川
淳
論
（
二
）｣

（
「
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
」
）
、｢

石
川
淳
の
江
戸

留
学｣

（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）。
四
月
、
文
学
部
長
就
任
、
九
三
年
三

月
ま
で
三
年
間
。
一
一
月
、
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
精
神
」
（
「
日

本
学
」
）
。
一
二
月
、「
真
継
伸
彦
と
親
鸞
」（｢

解
釈
と
鑑
賞｣

）
、｢

巴
里

パ

リ

長

安

聖

彼

得

堡

江
戸｣

（
石
川
淳
『
江
戸
文
学
掌
記
』
講

チ
ャ
ン
ア
ン

セ
ン
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

エ

ド

談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年

五
十
歳

六
月
、「
夷
齋
随
筆
骨
法
」（
石
川
淳
『
安
吾
の
い
る
風
景
』
講
談
社

文
芸
文
庫
、
解
説
）。
九
月
、「
埴
谷
雄
高
︱
︱
虚
実
の
向
こ
う
側
」

（
「
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
」
）。
一
〇
月
、
「
精
神
の
危
機
の
超
克
」
（
石

川
淳
『
黄
金
伝
説
・
雪
の
イ
ヴ
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）
、「
埴

谷
雄
高
の
『
死
霊
』
を
今
な
ぜ
読
む
か
」（
「
公
明
新
聞
」）

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年

五
十
一
歳

二
月
、「
荒
ぶ
る
神
と
闇
の
力
」（
石
川
淳
『
落
花
・
蜃
気
楼
・
霊
薬

十
二
神
丹
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）。
五
月
、「
新
し
い
炉
火
を

か
か
げ
る
作
家
達
︱
︱
石
川
淳
・
坂
口
安
吾
・
埴
谷
雄
高
の
精
神
の

同
質
性
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
）
。
六
月
、
「
変
貌
の
機
微
と
偽
書
の
た

く
ら
み
」
（
石
川
淳
『
影
・
裸
婦
変
相
・
喜
寿
童
女
』
講
談
社
文
芸

文
庫
、
解
説
）
、
「
埴
谷
雄
高
全
著
作
解
説
」（
「
太
陽
」
）
。
九
月
、
中
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国
・
北
京
大
学
で
日
本
戦
後
文
学
の
講
座
、ま
た
北
京
大
学
図
書
館
、

白
石
橋
の
国
立
図
書
館
で
戦
中
の
日
本
語
書
籍
お
よ
び
日
本
関
係
雑

誌
・
文
書
等
を
調
査
。
一
〇
月
、
「
沸
き
立
つ
こ
と
ば
の
世
界
」（
石

川
淳
『
ゆ
う
女
始
末
・
お
ま
え
の
敵
は
お
ま
え
だ
』
講
談
社
文
芸
文

庫
、
解
説
）
。
一
一
月
、
「
『
悟
浄
出
世
』
と
『
普
賢
』
の
距
離
︱
︱

中
島
敦
と
石
川
淳
の
表
現
意
識
の
差
異
」
（
勝
又
浩
・
木
村
一
信
編

『
中
島
敦
』
双
文
社
刊
）
。
「
作
家
案
内
」
（
武
田
泰
淳
『
蝮
の
す
え

・
「
愛
」
の
か
た
ち
』
講
談
社
文
芸
文
庫
）。

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年

五
十
二
歳

一
月
、「
あ
る
季
節
と
城
︱
︱
『
彷
徨
の
と
き
』
の
世
界
」
（
中
薗
英

助
『
彷
徨
の
と
き
』
解
説

批
評
社
刊
）
、「
亡
き
石
渡
康
之
を
偲
ん

で
」
（
「
星
雲
」
第
二
十
七
号
（
石
渡
康
之
追
悼
号
）
）
。
五
月
、
「
偉

大
な
る
呪
わ
れ
た
罪
人
の
聖
化
」
（
石
川
淳
『
荒
魂
』
講
談
社
文
芸

文
庫
、
解
説
）
。
七
月
、
「
文
学
の
原
質
と
中
国
・
中
薗
英
助
」
（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
「
週
刊
読
書
人
」）

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年

五
十
三
歳

六
月
、『
朔
風
』
を
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
。
七
月
、「
も

う
一
つ
の
季
節
と
城
︱
︱
『
北
京
飯
店
旧
館
に
て
』
論
」（
「
日
本
文

學
誌
要
」
）。
九
月
、
中
国
・
北
京
大
学
で
日
本
戦
後
文
学
の
講
座
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

五
十
四
歳

二
月
、「
迷
路
︱
︱
夢
見
ら
れ
た
夢
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
（
１
）
」（
「
星

雲
」
第
二
十
八
号
）
。
五
月
、
「
逆
謗
の
救
い
」
（
石
川
淳
『
普
賢
・

佳
人
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年

五
十
五
歳

二
月
、「
埴
谷
雄
高
著
作
解
説
」（
齋
藤
愼
爾
編
『
埴
谷
雄
高
・
吉
本

隆
明
の
世
界
』
朝
日
出
版
社
刊
）
。
三
月
、「
ふ
た
つ
の
青
春
︱
︱
淪

陥
区
・
北
京
の
鬱
屈
と
飛
翔
（
一
）（
中
薗
英
助
）
」（
「
日
本
文
學
誌

要
」
）
、
「
「
燕
京
文
学
」
と
「
中
国
文
学
」
」
（
「
法
政
大
学
文
学
部
紀

要
」
）
。
七
月
、
「
ふ
た
つ
の
青
春
︱
︱
淪
陥
区
・
北
京
の
鬱
屈
と
飛

翔
（
二
）（
竹
内
好
）
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」）

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年

五
十
六
歳

三
月
、
埴
谷
雄
高
追
悼
「
二
つ
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
︱
︱
敗
戦
後
の
廃

墟
の
中
か
ら
五
〇
年
を
経
て
」（
「
週
刊
読
書
人
」
）。
四
月
、「
ス
テ
ッ

キ
と
紙
袋
」（｢

群
像｣

（
追
悼
・
埴
谷
雄
高
））。「
海
の
孤
児
︱
︱
夢
見

ら
れ
た
夢
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
（
２
）」（「
星
雲
」
第
二
十
九
号
）
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一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年

五
十
七
歳

二
月
、「
対
談
・
埴
谷
雄
高
を
索
め
て
（
秋
山
駿
）
」
、「
小
説
の
封
印

︱
︱
『
死
霊
』
の
〈
未
完
〉
に
関
す
る
覚
書
」（
「
星
雲
」
第
三
十
号

（
埴
谷
雄
高
追
悼
特
集
号
）
）。
三
月
、『
北
京
の
光
芒･

中
薗
英
助
の

世
界
』
を
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
。
四
月
、「
あ
る
「
聖

者
」
の
志

富
士
正
晴
の
韜
晦
に
つ
い
て
」（
「
季
刊
文
科
」
）
。
八
月
、

「
回
帰
と
超
出
︱
︱
中
薗
英
助
『
北
京
の
貝
殻
』
の
時
間
意
識
」（
「
記

録
者
」
第
２
次
・
第
５
号
）

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年

五
十
八
歳

三
月
、
「
夢
と
虚
無
の
彼
方
と
現
実
世
界
︱
︱
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ

の
『
作
家
の
日
記
』
の
多
様
性
（
一
）
」
、
七
月
に
「
同
（
二
）
」（
「
日

本
文
學
誌
要
」
）
。
一
〇
月
、
「
現
実
透
視
力
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
究
極

︱
︱
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
『
論
文
・
記
録
』
の
世
界
（
一
）
」
（
「
星

雲
」
第
三
十
一
号
）
、
〇
一
年
五
月
の
「
星
雲
」
第
三
十
二
号
に
「
同

（
二
）
」。

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年

五
十
九
歳

二
月
、
『
西
行
桜
外
伝
︱
︱
夢
見
ら
れ
た
夢
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
』

を
深
夜
叢
書
社
よ
り
刊
行
。
四
月
、
再
度
文
学
部
長
に
一
年
間
就
任
。

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年

六
十
歳

五
月
、「
星
雲
」
三
十
二
号
（
小
田
切
秀
雄
追
悼
特
集
号
）
。
同
誌
に
、

｢

鼎
談
・
小
田
切
秀
雄
を
偲
ん
で
（
永
野
隆
史
、
小
笠
原
賢
二
、
立

石
伯
）｣

。
こ
の
号
で｢

星
雲｣

休
刊
、
最
後
の
同
人
は
小
笠
原
賢
二
、

立
石
伯
、
永
野
隆
史
。
八
月
か
ら
ロ
シ
ア
ほ
か
外
国
旅
行
。
一
〇
月
、

「
終
わ
り
な
き
青
春
」
（
囲
む
会
編
『
小
田
切
秀
雄
研
究
』
菁
柿
堂

刊
）
。
一
〇
月
～
一
二
月
、「
新
・
西
欧
見
聞
抄
」（
「
週
刊
読
書
人
」
）

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年

六
十
一
歳

四
月
、
法
政
大
学
常
務
理
事
に
就
任
、
〇
八
年
三
月
ま
で
六
年
間
。

〇
七
年
一
〇
月
か
ら
二
ヶ
月
間
、
平
林
千
牧
総
長
病
気
入
院
に
よ
り
、

総
長
代
行
を
務
め
る
。
六
月
、
「
中
薗
英
助
追
悼
論
文
︱
︱
森
羅
万

象
を
視
た
深
い
眼
差
し
」
（｢

新
潮｣

）
。
一
一
月
、
「
中
薗
英
助
の
作

品
と
歴
史
意
識
︱
︱
『
艶
隠
者
︱
︱
小
説
石
川
丈
山
』
か
ら
」
（
「
國

文
學
」
）
。
一
二
月
、
「
精
神
の
闘
い
の
あ
り
方
に
つ
い
て
︱
︱
中
薗

英
助
の
文
学
と
死
」（
「
現
代
文
藝
研
究
」
創
刊
号
）

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年

六
十
三
歳

二
月
、
『
極
限
の
夢
に
憑
か
れ
た
も
の
の
究
極
︱
︱
ド
ス
ト
エ
フ
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ス
キ
イ
と
埴
谷
雄
高
の
夢
と
小
説
に
つ
い
て
』
を
深
夜
叢
書
社
よ

り
刊
行
。

二
〇
〇
五
（
平
成
一
六
）
年

六
十
四
歳

三
月
、「
埴
谷
雄
高
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
の
「
悪
夢
」
」
（
「
現
代
文

藝
研
究
」
第
二
号
）
。
一
〇
月
、「
論
争
に
つ
い
て
」（
囲
む
会
編
『
小

田
切
秀
雄
の
文
学
論
争
』
菁
柿
堂
刊
）。
一
二
月
、「
新
し
い
方
法
の

構
築
の
た
め
に
」（
『
国
際
日
本
学
の
構
築
に
向
け
て
』
法
政
大
学
国

際
日
本
学
研
究
叢
書
）

二
〇
〇
六
（
平
成
一
七
）
年

六
十
五
歳

一
一
月
、「
変
貌
の
美
学
と
可
能
性
」
（
石
川
淳
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
・

善
財
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
解
説
）

二
〇
〇
七
（
平
成
一
八
）
年

六
十
六
歳

一
〇
月
、「
藤
沢
周
平
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」・
小
島
信
夫
「
小
銃
」
」

（
「
國
文
學
」
。「
埴
谷
雄
高
論
・
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
『
死
靈
』」

（
「
神
奈
川
近
代
文
学
館
年
報
（
〇
七
年
度
）
」）

二
〇
〇
八
（
平
成
一
九
）
年

六
十
七
歳

九
月
、
「
石
川
淳
・
躍
動
す
る
「
風
狂
」
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
︱
︱
石
川

淳
に
お
け
る
青
春
と
老
年
の
か
た
ち
」
（
尾
形
明
子
・
長
谷
川
啓
編

『
老
い
の
愉
楽
︱
︱
老
人
文
学
の
魅
力
』
東
京
堂
出
版
刊
）

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年

六
十
八
歳

三
月
、『
日
本
文
学
特
講
２
』（
昭
和
六
二
年
の
も
の
と
別
）
を
法
政

大
学
通
信
教
育
部
よ
り
刊
行
。
一
一
月
、
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
の

〈
世
界
意
識
〉
︱
︱
そ
の
文
学･

人
間･

思
想･

社
会
観
の
小
宇
宙
』

を
深
夜
叢
書
社
か
ら
刊
行
。

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年

七
十
一
歳

三
月
、
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授
定
年
退
職
、
名
誉
教
授

に
。
大
学
教
員
、
ゼ
ミ
卒
業
生
達
か
ら
個
別
に
退
職
祝
い
の
会
。
同

月
、『
玉
か
づ
ら
』
限
定
三
〇
〇
部
、
響
文
社
よ
り
刊
行
。
「
文
学
の

力
に
つ
い
て
︱
︱
文
学
は
何
を
な
し
得
る
か
」（
「
日
本
文
學
誌
要
」

八
五
号
（
特
集
・
立
石
伯
）
）
。
四
月
、
「
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
永

遠
性
に
つ
い
て
」（
石
川
淳
『
鷹
』（
新
装
版
）
講
談
社
文
芸
文
庫
、

解
説
）
。
一
〇
月
、
「
実
感
に
も
と
づ
く
想
像
力
の
射
程
」
（
梶
木
剛

『
文
学
的
思
念
の
光
彩
』
深
夜
叢
書
社
、
解
説
）
。
十
二
月
末
、
ウ

ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
た
め
ウ
ィ
ー
ン
に
。
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二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年

七
十
二
歳

四
月
、
「
総
合
的
認
識
の
展
開
者
︱
︱
正
岡
子
規
論
を
中
心
と
し
た

梶
木
剛
の
精
神
的
足
跡
」
（
「
短
歌
研
究
」
）
。
一
二
月
、
「
夷
齋
俳
諧

骨
法
︱
︱
歩
く
一
夜
芙
蓉
の
花
に
白
み
け
り
（
「
佳
人
」
）
」
（
「
ア
ナ

ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
」）

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年

七
十
四
歳

四
月
、「
『
死
靈
』
生
成
と
無
限
大
の
自
由
へ
︱
︱
埴
谷
雄
高
に
お
け

る
「
自
己
と
宇
宙
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
始
原
と
究
極
」
（
「
星
雲
」
第

三
十
三
号
（
終
刊
号
）
）。
九
月
、
個
人
雑
誌
「
星
雲
」
第
２
次
創
刊

号
発
刊
、
同
誌
に
「
古
里
を
求
め
て
」
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
第
一
章
、
第

二
章
お
よ
び
随
感
録
そ
の
一
「
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
」、
そ
の

二
「
戦
後
文
学
者
の
卓
抜
な
予
見
性
」。

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年

七
十
五
歳

三
月
、
「
古
里
を
求
め
て
」
第
二
章
・
続
、
第
三
章
お
よ
び
随
感
録

そ
の
三
「
九
月
の
《
変
革
な
き
変
革
》
」（
「
星
雲
」
第
２
次
Ⅱ
号
）。

同
月
、
「
杉
本
圭
三
郎
、
笠
原
淳
両
先
達
を
偲
ん
で
」
（
「
日
本
文
學

誌
要
」
）
。
一
〇
月
、
「
古
里
を
求
め
て
」
第
四
章
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
お

よ
び
随
感
録
そ
の
四
「
子
供
の
貧
困
、
虐
待
、
陵
辱
、
死
︱
︱
現
代

的
不
安
と
危
機
に
つ
い
て
（
１
）
」
（
「
星
雲
」
第
２
次
Ⅲ
号
）

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年

七
十
六
歳

一
〇
月
、『
『
死
靈
』
の
生
成
と
変
容
︱
︱
埴
谷
雄
高
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

と
無
限
の
自
由
』
、『
随
感
録
︱
︱
現
実
の
感
受
法
と
熟
視
の
た
め
に
』

を
深
夜
叢
書
社
よ
り
同
時
に
刊
行
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年

七
十
七
歳

三
月
、「
《
し
ご
》
を
す
る
と
い
う
こ
と
︱
︱
益
田
勝
実
さ
ん
の
想
い

出
」
（
「
日
本
文
學
誌
要
」
）
。
一
一
月
、
「
時
代
と
世
紀
の
制
約
を
超

え
る
志
︱
︱
高
橋
和
巳
の
『
日
本
の
悪
霊
』
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ

の
『
悪
霊
』
を
起
点
に
」
（
太
田
代
志
朗
・
田
中
寛
・
鈴
木
比
佐
雄

編
『
高
橋
和
巳
の
文
学
と
思
想
︱
︱
そ
の
〈
志
〉
と
〈
憂
愁
〉
の
彼

方
に
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
刊
）

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年

七
十
九
歳

一
月
、
『
古
里
を
求
め
て
』
を
深
夜
叢
書
社
よ
り
刊
行
。
随
感
録
そ

の
六
「
二
十
一
世
紀
の
人
類
と
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
︱
︱
目

に
み
え
な
い
も
の
か
ら
の
問
い
か
け
の
な
か
で
」
脱
稿
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立石伯自筆年譜

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年

八
十
歳

六
月
、
随
感
録
そ
の
六
「
正
統
と
異
端
︱
︱
溶
解
し
瓦
解
す
る
世
界

の
な
か
で
」
、
そ
の
七
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
現
代
病
に
つ
い

て
︱
︱
目
に
見
え
な
い
も
の
か
ら
の
問
い
か
け
の
な
か
で
」
、
そ
の

八
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
狂
騒
と
終
末
の
予
兆
︱
︱
日
本
の
右
翼

政
権
の
迷
走
と
悪
逆
非
道
な
施
政
に
つ
い
て｣

（
「
星
雲
」
第
２
次
Ⅳ

号
・
終
刊
号
）

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

八
十
一
歳

七
月
、
「
星
雲
」
特
別
号
Ａ
刊
行
（
随
感
録
そ
の
九
「
今
次
の
戦
争

と
ボ
タ
ン
戦
争
に
つ
い
て
の
雑
感
︱
︱
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
と
新
た
な
戦
争
の
形
に
つ
い
て
」
）
。「
生
の
根
源
と
し
て
の
《
憤

怒
》
と
破
滅
に
つ
い
て
」（
『
高
橋
和
巳
・
高
橋
た
か
子
電
子
全
集
９

（
高
橋
和
巳

小
説
５
『
日
本
の
悪
霊
』
ほ
か
）』
小
学
館
）

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
）
年

八
十
二
歳

六
月
、「
星
雲
」
特
別
号
Ｂ
刊
行
（
「
こ
こ
ろ
の
底
に
響
く
音
︱
︱
『
古

里
を
求
め
て
』
の
周
辺
に
ひ
ろ
が
る
光
と
影
（
１
）
」、
随
感
録
そ
の

十
「
戦
争
論
に
つ
い
て
の
諸
考
察
︱
︱
今
次
の
戦
争
と
ボ
タ
ン
戦
争

に
つ
い
て
の
雑
感
（
続
）
」）

（
立
石
伯
氏
作
成
の
年
譜
を
も
と
に
し
て
、
本
誌
編
集
部
で
一
部
加

筆
・
改
稿
を
お
こ
な
っ
た
）


